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現代社会は，人と人とのコミュニケーションが希薄になったといわれ

ています。職場内はＩＴ環境が整い，お互いに顔を合わせて話す必要性

が少なくなりました。職場での会話は最小限の報告や事務連絡程度にと

どまり，個人的な相談や仕事と直接関係のない話をするといったコミュ

ニケーションの機会が極端に減少しています。「一日中，パソコンを相

手に業務を行って，誰とも会話せずに退社する……」という毎日の繰り

返しの人も多いでしょう。

しかしながら，「ＩＴ化の時代だから仕方がない」，「仕事ができれば

それでよい」と割り切ってしまってよいのでしょうか？ また，本当に

それで円滑に仕事をすすめることができるでしょうか？ コミュニケー

ション不足から，実際に職場運営に支障が出てしまった経験をお持ちの

方もいらっしゃるかもしれません。

このような職場環境で活用したいのが，「雑談」です。雑談とは，「目

的や話題を決めずに気楽に話す，とりとめのない話，よもやま話」とい

う意味です。

本講座では，雑談に隠された意味を知り，上手に雑談を使ったコミュ

ニケーションを取ることで，よりよい職場環境をつくることをねらいと

しています。

どんな人でも，ひとりでは生きていけません。コミュニケーションを

取りながら生きています。雑談を効果的なコミュニケーションのツール

として活用し，周囲の人たちと毎日を楽しみながら仕事を行い，和やか

で，活気のある職場づくりをめざしてください。

はじめに
上手な雑談で
毎日楽しく仕事をしよう
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鉄則①　まずこちらから声をかける

雑談コミュニケーション力を高めようとするならば，まず自分から声をかけること

です。“きっかけ”はこちらからつくらなければなりません。とはいえ，これがいち

ばん難しいところです。それができれば苦労はしない，というのが話に自信のない人，

口下手で人見知りをする人の本音でしょう。どうやってここを突破するかです。自分

からひと声かける勇気を持つことです。

鉄則②　相手の立場になって考える

双方向のコミュニケーションを成り立たせるためには，自分中心ではなく，相手中

心に考え，話をすることです。話し上手は，相手の立場を考えた話のできる人です。

雑談によって場を和ませることは，相手に胸襟を開いてもらうための気配りです。相

手の立場で考えることは，雑談力を強化するために非常に重要なことです。

鉄則③　話題を共有する

お互いに興味・関心の持てる共通する話題があれば，会話は弾み，話の内容も豊富

なものになります。この人と話をすると面白い，楽しそうだとなれば，質の高い話が

できるでしょう。雑談力を強化するには，相手の興味・関心の内容や度合いを確かめ，

共通の話題を認識することが重要です。

鉄則④　話をするよりも話を聴く

おしゃべり上手は必ずしも話し上手，雑談上手ではありません。一般におしゃべり

のうまい人は，ついつい話をし過ぎる傾向があります。自分でしゃべるよりも相手の

話を聴くことが雑談上手の鉄則です。相手と自分の話をしている時間が７：３くらい

であればベストです。聴き役に徹し，相手に話してもらうことを心がけましょう。

はじめの
一歩

雑談コミュニケーション力を
強化する10の鉄則
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鉄則⑤　話題を膨らませる

つながらない雑談はつらいものです。やがて沈黙の時間が訪れ，気まずい思いをし

ます。このような事態を避けるには，話題を膨らませることです。関連する話題を追

加したり，質問をしたりして新たな話題を広げます。適度なサービス精神が必要です。

鉄則⑥ 話のネタを仕込む

雑談上手の中には，自由自在に話題を操っているように見える人がいますが，ぶっ

つけ本番でうまく会話を続けられる人は多くはありません。ほとんどの人は，人知れ

ず話のネタを仕込む努力をしています。特に，初対面の場合には，相手や相手の会社

などの情報をしっかり収集し，話題が途切れないようにしています。

鉄則⑦　観察力を高める

雑談は話題があちらこちらに振れ，どこにすすむかわからないところに面白さがあ

ります。相手の意見や考えを知るだけでなく，動作やクセなどもよく観察することが

雑談力を鍛え，より深い人間関係を構築することにつながります。

鉄則⑧　知的好奇心を高める

雑談のネタは多種多様です。自分の得意とする分野だけでなく，知らない分野の話

題や知識を吸収することができます。雑談力を強化するには，新しいことを楽しもう

とする知的好奇心を高めることが大事です。

鉄則⑨　苦手な人と話をする　　

苦手な人と話をすることは雑談力の強化，ひいてはコミュニケーション力の強化に

役立ちます。雑談の場だからこそできる，対話の機会を有効に活かしましょう。

鉄則⑩　雑談を楽しむ

雑談はそれ自体を目的とするものではありませんが，雑談そのものを楽しむことに

よって，人間力の基礎であるコミュニケーション力を高めることができます。
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IT 化・デジタル化

ハード面の進化

インフラの進化

デジタルツール

【コミュニケーションツールの変化】
ビジネスのみならず，いまや日常生活のすべての面で，デジタルツー

ルがあふれています。郵便物は圧倒的にその量が減り，手紙やダイレク

トメールは，電子メールやインターネットでの情報交換・取得に取って

代わられました。また，電話でのやりとりも，相手の時間を奪うことや

口頭での伝達ミスなどを防ぐために，電子メールでの情報交換へと変化

してきました。このことは，ビジネスにおける社内コミュニケーション，

社外コミュニケーションだけでなく，家族や友人とのやりとりにも大き

な変化をもたらしています。

この IT 化・デジタル化の流れは，電子メールというツールそのもの

が進化してきたことよりも，携帯電話というハード面の進化，通信回線

の充実というインフラの進化が大きく影響しています。携帯電話の画面

が小さかった頃は，多くの情報を手のひら上で操作することは億劫でし

た。加えて通信速度も遅く，電子メールの送信ひとつをとっても，時間

のかかる環境にありました。

それがいまや，携帯電話はスマートフォンが当たり前になり，通信速

雑談のすすめ
隠された重要な意味

第１章

SNSでは盛り上がれても，対面では……1

雑談のすすめ
隠された重要な意味

第１章
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第１章　雑談のすすめ―隠された重要な意味

度が高速化したことから，パソコンとほとんど変わりない機能が使えるよ

うになりました。道に迷えば地図アプリを使って調べることができます。

わからないことがあれば，いつどこにいても，すぐにインターネットで検

索することができます。このようにして，私たちは，日々多くの情報に触

れ，それらを取捨選択し，整理することに重きをおくようになりました。

さらには，新たにソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

と呼ばれる，「ユーザーが情報を双方向に発信するサービス」が現われ

ました。代表的なサービスとして，“ツイッター”や“Facebook”など

があげられます。これら SNS は，利用者の発信した情報や利用者間の

つながりによってコンテンツをつくり出す要素を持ったインターネット

上のサービスです。このようなサービスが誕生し，広く普及したことに

より，コミュニケーションのあり方も大きく変化してきました（SNS

については上表参照）。

【SNSによるコミュニケーションの変化】
SNS の進展により，情報の受発信の気軽さや手軽さが増し，インター

ネット上における，双方向コミュニケーションの量はますます増加して

います。SNS は，スマートフォンの普及の影響はもとより，東日本大

震災で，携帯電話の通話手段が途絶えたときに，“ツイッター”や

“Facebook”などを使って連絡を取ることができたため，その同時的，

ソーシャル・
ネットワーキング・
サービス（SNS）

双方向
コミュニケーション

サービス名 特　　徴

ブログ 個人的な意見や批評，解説などを，日記に近い形式で公開するサービス

ミクシィ 日記やコミュニティと呼ばれる趣味の集いがメインのサービス。
紹介制でしか参加できないことが特徴

ツイッター 140 文字以内の「ツイート」 （tweet） といわれる短文を投稿できる
情報サービス。知らない人と気軽にやりとりができる。匿名利用が
可能

Facebook 文字投稿，写真投稿，イベント，メッセージなど友だちと気軽に交
流することをメイン機能とするサービス。実名登録の推奨が大きな
特徴

LINE 無料通話できるアプリ。短いメッセージや「スタンプ」と呼ばれる
イラスト画像で相手とコミュニケーションができる

主なSNSの特徴




